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24. 蒲原玲南, 井口研子, 大谷光, 柳瀬友里菜, 渡邊瑞穂, 佐藤璃子, 松尾知平, 上田文, 岡
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像所見について教えてください。 P133-136, 株式会社Gakken, ISBN 978-4-05-520107-
0, 2024年 10 月 14日発行 

 
2. 坂東裕子 : 乳癌薬物療法の要点と盲点 パーソナルヘルスレコード（PHR）アプリの

活用, P239-239, 株式会社文光堂, ISBN 978-4-8306-2264-9, 2023 年 6月 24日発行 
 

3. 橋本幸枝, 坂東裕子 : 乳癌薬物療法の要点と盲点 血管炎対策-ポート留置の IC と実
際のコツ, P276-276, 株式会社文光堂, ISBN 978-4-8306-2264-9, 2023 年 6月 24日発行 

 
4. 岡﨑舞, 坂東裕子: タキサン系抗がん剤による神経障害, 耳鼻咽喉科・頭頚部外科 第 95

巻 第 5号（増刊号）別冊 p346-p349 2023 年 4 月 30 日発行 
 
5. 原尚人：監修 : イヤーノート 2025 内科・外科編 D 代謝・内分泌・乳腺 甲状腺疾

患 D-47～54, 副甲状腺疾患 D-55～63, その他の内分泌疾患 D-85～90 第34版 メデ
ィックメディア ISBN978-4-89632-926-1, 2024年3月発行 

 
6. 原尚人：今日の治療指針 私はこう治療している 内分泌疾患 乳腺腫瘤の診察手順2024

年版(ポケット判) P821-822医学書院 ISBN978-4-260-05359-4, 2024年1月１日発行  
 

7. 原尚人：今日の治療指針 私はこう治療している 内分泌疾患 乳腺腫瘤の診察手順2024
年版(デスク判) P821-822医学書院 ISBN978-4-260-05342-6, 2024年1月１日発行  

 
その他 
 



1. 坂東裕子:  HR陽性HER2陰性の治療戦略～CDK4＆6阻害剤の現在地を考察する～ 座
長 第20回 日本乳癌学会関東地方会 東京ビッグサイト 会議棟 12月,2024年 
 

2. 坂東裕子:  市民啓発セミナー 乳がんと生活習慣 演者 第20回 日本乳癌学会関東地方
会 東京ビッグサイト 会議棟 12月,2024年 

 
3. 原尚人：会員へのメッセージ 指定施設指定委員会/指導医選定委員会からの重要なお

知らせ 日本外科学会雑誌 125巻 (6), p474-p474, 2024年11月1日発行 
 

4. 井口研子: 一般演題 D「トラスツズマブデルクステカン」座長 第 20 回日本乳癌学会
関東地方会 東京ビッグサイト 12 月, 2024 年 

 
5. 坂東裕子: 「乳がん治療の今」講演 第 20 回がん患者大集会～がん患者のこれから～ 

東京医科大学 11 月,2024 年 
 

6. 坂東裕子: ワークショップ16 司会 AYA世代乳癌患者について考える 第86回日本臨床
外科学会学術集会 ホテル東日本宇都宮 11月,2024年 

 
7. 坂東裕子: ワークショップ16 茨城県におけるAYA世代乳がん患者の任孕性温存：茨城

県がん生殖医療ネットワーク(iOFnet)の試み 第86回日本臨床外科学会学術集会 ホテ
ル東日本宇都宮 11月,2024年 

 
8. 原尚人：学術集会特別企画7 司会 地域に外科を3.医療情報を地域に届けるために 第

86回日本臨床外科学会学術集会 ライトキューブ宇都宮 11月,2024年 
 

9. 原尚人：座長 福島セッション 第67回日本甲状腺学会学術集会 パシフィコ横浜ノー
ス 10月, 2024年 

 
10. 原尚人：座長 シンポジウム2 甲状腺がん取扱い規約と甲状腺腫瘍診療ガイドライ

ン：改定のポイントと今後の課題 座長 第67回日本甲状腺学会学術集会 パシフィ
コ横浜ノース 10月, 2024年 

 
11. 原尚人：ランチョンセミナー1 座長 第67回日本甲状腺学会学術集会 パシフィコ横

浜ノース 10月, 2024年 
 

12. 坂東裕子:  再発乳癌一次治療に求められる治療ゴールとQOL 演者 第62回日本癌治



療学会学術集会 福岡国際会議場 10月,2024年 
 

13. 井口研子: イメージリーディング【甲状腺頭頚部】甲状腺・頭頚部・体表のイメージ
リーディング 演者 日本超音波医学会 第36回関東甲信越地方会学術集会 有明セ
ントラルタワー 10月, 2024年 

 
14. 坂東裕子: Session2 HR＋/HER2-の早期乳癌における治療選択 第 25 回乳癌最新情報

カンファランス ホテル松島 大観荘 9 月,2024 年 
 
15. 坂東裕子: 「乳がん周術期の薬物治療最前線」HER2 タイプ、トリプルネガティブタイ

プなどについて BC-PAP 患者・市民参画プログラムセッション 2 第 32 回日本乳癌学
会学術総会 仙台国際センター 7 月,2024 年 
 

16. 坂東裕子: 緩和ケア・支持療法の基本 座長 第 32 回日本乳癌学会学術総会 仙台国
際センター 7 月,2024 年 
 

17. 原尚人：甲状腺癌のオンコマイン集積研究 座長 第36回日本内分泌外科学会総会 
久留米シティプラザ 5月, 2024年 
 

18. 原尚人：国際活動報告 座長 第36回日本内分泌外科学会総会 久留米シティプラザ 
5月, 2024年 
 

19. 原尚人：特別企画 1：内分泌外科専門医制度のこれまでとこれから 座長 第36回日
本内分泌外科学会総会 久留米シティプラザ 5月, 2024年 
 

20. 原尚人：ランチョンセミナー 7：VANS 法のこれまでとこれから 座長 第36回日本
内分泌外科学会総会 久留米シティプラザ 5月, 2024年 
 

21. 原尚人：学会賞受賞講演 第36回日本内分泌外科学会総会 久留米シティプラザ 5
月, 2024年 

 
22. 井口研子：ポスター14 甲状腺 薬物療法 座長 第36回日本内分泌外科学会総会 

久留米シティプラザ 5月, 2024年 
 
23. 原尚人：パネルディスカッション12「内分泌外科専門医に求められるもの」司会 第

124回日本外科学会定期学術集会 AICHI SKY EXPO  4月, 2024年 



 
24. 原尚人：知っておきたい外科学の最新トピックス14【甲状腺】司会 第124回日本外科

学会定期学術集会 AICHI SKY EXPO  4月, 2024年 
 

25. 原尚人：特別企画7「外科医専攻医の教育-若手外科医の視点から-」指導者の立場から 
演者 第124回日本外科学会定期学術集会 AICHI SKY EXPO  4月, 2024年 

 
26. 坂東裕子：ワークショップ21 「乳癌診療におけるunmet needsに応える基礎研究」 

演者 第124回日本外科学会定期学術集会 AICHI SKY EXPO  4月, 2024年 
 
27. 坂東裕子 :医療従事者研修会【遺伝性腫瘍におけるサーベイランスと地域連携】GW フ

ァシリテーター website, 3 月, 2024 年 
 

28. 坂東裕子: 中外製薬株式共催ミニシンポジウム【HER2 陽性乳癌の最新薬物治療】ディ
スカタント 第 14 回日本がん・生殖医療学会学術集会 水戸 2 月, 2024 年 

 
29. 坂東裕子: 登録委員会合同セッション（JOFR管理運営委員会・FS リンク管理運営委員

会）「患者登録システム（JOFR）の現状と課題」 指定発言 第 14 回日本がん・生殖
医療学会学術集会 水戸 2月, 2024年 


